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近代日本の石油業を対象に，鉱産資源開発の実態や開発が地域
の社会・経済や地域間関係の構築に与えた諸影響について研究
しています。過去の資源開発が地域にどんな影響を与えたのか
ということを様々な角度から具体的に検証し評価することは、
今後の資源開発と地域社会の関係を考える上でも大きなヒントを与えてくれることで
しょう。また現代では，かつての油田や炭鉱などの鉱山跡地が産業遺産として評価さ
れ，地域の重要な観光資源としても注目されています。歴史地理学的研究の成果もふ
まえて，これら産業遺産の保全・活用のあり方に関する研究にも取り組んでいます。

鉱業 歴史地理 産業遺産

地図や写真など各種地理資料を用いて、歴史的な景観
の復原およびそれを巡るまち歩きコースの立案を支援
します。
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